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2011年９月に４世紀の時を経て復元された平戸オランダ商館。

日本と海外をつなぐ貿易地として栄えた

平戸の歴史を語るうえで欠かせません。

取り壊し直前の姿をそのままに復元した石造建築物は

当時の平戸の風景を今に伝え

今なおあらゆる交流の拠点となっています。

復元から10年、

これまでの歩みと平戸オランダ商館の向かう先は

「ART SEEDS HIRADO2021」のアートの一部とし
て平戸オランダ商館２階に展示されているシューレン
（オランダの定番ゲーム）で遊ぶ子どもたち。

４
世
紀
の
時
を
経
て
復
元

　

平
戸
瀬
戸
に
面
し
、
平
戸
城
と
平
戸
大

橋
を
望
む
場
所
に
立
つ
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商

館
。
１
６
４
０
年
に
取
り
壊
し
を
命
じ
ら

れ
て
か
ら
４
世
紀
の
時
を
経
て
、
２
０
１

１
年
９
月
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
復
元
さ

れ
た
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
外
観
は
、
１

６
３
９
年
に
建
て
ら
れ
た
日
本
初
の
洋
式

石
造
建
造
物
と
さ
れ
る 「
１
６
３
９
年
築

造
倉
庫
」の
姿
が
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
禁
教
と
鎖
国
の
流
れ
に
よ
り
、

幕
府
の
命
で
わ
ず
か
33
年
余
り
で
取
り
壊

さ
れ
た
当
時
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
姿

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

歴
史
の
流
れ
を
体
感

　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
１
階
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
で
は
、
１
５
５
０
年
か
ら
始
ま
る

ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
西
欧
諸

国
と
の
交
流
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
到
来
を

き
っ
か
け
に
始
ま
る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
易
、

莫
大
な
利
益
を
生
ん
だ
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商

館
の
全
盛
期
と
そ
の
終
え
ん
ま
で
を
歴
史

の
流
れ
に
沿
っ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
展
示
品
か
ら
当
時
の
平
戸
の
様

子
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
執
務

室
を
再
現
し
た
コ
ー
ナ
ー
や
、
当
時
の
商

４
０
０
年
の
時
を
こ
え
て

〜
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
復
元
10
周
年
記
念
〜

１_ミュージアムショップでは、その時開催している企画展の関連
商品や来館の記念品、オランダのお菓子などが購入できる。／２
_平戸オランダ商館長の執務室を再現したコーナー。当時の商館
の仕事を体感できる。／３_１階展示スペースでは、平戸と海外と
の交流の歴史を時系列で展示。

１２

３

海外から伝わったさまざま
な資料が展示されている。

Information

平戸オランダ商館 ▼平戸オランダ商館
　ホームぺージ

○営業時間　午前８時30分～午後５時30分（休館：毎年６月第３火・水・木曜日）
○入館料　　大人　310円（280円）、子ども　210円（180円）
　　　　　　※（ )内は20人以上の団体利用料金
　　　　　　※障がい者手帳をお持ちの人は、手帳の提示で100円で入館できます。
　　　　　　※「高齢者いきいきおでかけ券」も利用できます。

館
の
仕
事
を
体
感
で
き
る
ゾ
ー
ン
、
長
年

の
復
元
に
か
か
る
研
究
成
果
と
復
元
ま
で

の
経
緯
や
様
子
を
動
画
で
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
平
戸
が
西
欧
諸

国
と
の
繋
が
り
を
持
ち
始
め
た
こ
ろ
か
ら
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
に
つ
い
て
、
体

験
を
交
え
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
階
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
書

籍
や
資
料
を
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
復
元
さ

れ
た
建
物
の
構
造
を
学
べ
る
コ
ー
ナ
ー
、

企
画
展
や
市
民
活
動
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

歴
史
を
語
る
、
貴
重
な
資
料

　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
資
料
は
、
商
館
時
代
に
平
戸
に
も
た
ら

さ
れ
た
品
や
当
時
の
平
戸
の
姿
を
描
い
た

地
図
や
書
物
、
絵
画
な
ど
貴
重
な
も
の
ば

か
り
。
当
時
の
平
戸
の
様
子
を
伝
え
る
た

め
に
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
貿
易
の
中

継
国
や
オ
ラ
ン
ダ
で
調
査
・
収
集
し
た

品
々
で
す
。

特　集



Interview

平戸オランダ商館
日髙　裕三さん

　平戸オランダ商館での貿易を通して、
日本には生糸やスパイス、砂糖、武器、
革製品などさまざまな物が輸入されまし
た。それらと一緒に、海外のデザインや
技術も伝わっており、その後の日本の文
化にも大きな影響を与えています。当時
の日本の流行の最先端は、平戸であった
といっても過言ではありません。

　現在の平戸オランダ商館には、当時伝
わった品々が展示されています。レプリ
カではない本物も数多く展示しているの
で、実際に足を運んで見てほしいと思い
ます。展示物は定期的に入れ替えを行い、
何度来ても楽しめるよう工夫しています。
市民の皆さんのご来館をお待ちしていま
す。
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栄光と終焉、そして復元へ
海外貿易の拠点として「西の都」と呼ばれるほどに栄えた平戸。とくに平戸オランダ商館で

の貿易は大規模で、さまざまな物や文化が伝わりました。

しかし、禁教の流れを受け、平戸オランダ商館は長崎・出島への移転を余儀なくされます。

激動の33年の平戸オランダ商館の歴史と復元までの道のりに迫ります。

東
ア
ジ
ア
の
貿
易
拠
点

　

１
６
０
０
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
リ
ー
フ
デ

号
が
豊
後（
現
在
の
大
分
県
）に
漂
着
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
と
オ
ラ
ン

ダ
の
交
流
が
始
ま
り
ま
す
。
１
６
０
９
年

に
は
、
２
隻
の
オ
ラ
ン
ダ
船
が
平
戸
に
来

航
。
当
時
の
平
戸
松
浦
家
の
当
主
松
浦
鎮

信（
法
印
）や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
な

ど
の
協
力
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
は
日
本

で
の
交
易
の
許
可
を
得
て
、
平
戸
オ
ラ
ン

ダ
商
館
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
な
ど
の
記
述
に

よ
る
と
、
当
初
は
商
品
を
保
管
す
る
た
め
、

土
蔵
の
付
属
し
た
住
宅
１
軒
を
借
り
る
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
貿
易
が
拡
大
す
る
に
従
い
、
施
設

の
拡
大
整
備
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

タ
イ
オ
ワ
ン
事
件（
台
湾
で
の
中
国
貿
易

を
め
ぐ
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
の
紛
争
事

件
）に
よ
っ
て
、
１
６
２
８
年
か
ら
５
年

間
交
易
が
途
絶
え
た
後
、
１
６
３
７
年
と

１
６
３
９
年
に
建
設
さ
れ
た
倉
庫
は
規
模

が
大
き
く
、「
西
の
都
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

賑
わ
っ
て
い
た
当
時
の
平
戸
を
象
徴
す
る

も
の
で
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
と
の
貿
易

　

当
時
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
日
本
に

持
ち
込
む
商
品
の
８
割
以
上
が
反
物
類
で

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
手
に
入
れ
た

も
の
で
し
た
。
そ
の
対
価
と
し
て
、
平
戸

を
と
お
し
て
多
く
の
銀
が
持
ち
出
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
遠
眼
鏡
」「
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
」

「
琥
珀
製
腕
輪
」な
ど
の
珍
品
と
言
わ
れ
る

も
の
も
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
多
く

は
将
軍
や
幕
府
高
官
、
平
戸
領
主
の
松
浦

家
関
係
者
な
ど
へ
の
贈
答
品
と
し
て
贈
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
終
え
ん

　

こ
の
よ
う
に
貿
易
で
莫
大
な
利
益
を
上

げ
て
い
た
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
突
如
終

え
ん
を
迎
え
ま
す
。
１
６
４
０
年
11
月
９

日
、
将
軍
徳
川
家
光
の
命
を
受
け
た
大
目

付
井
上
政
重
は
、
１
６
３
９
年
建
造
の
倉

庫
に
キ
リ
ス
ト
生
誕
に
ち
な
む
西
暦
の
年

号
が
記
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
当
時
の
禁

教
令
の
下
、
全
て
の
建
物
の
破
壊
を
命
じ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
６
３
７
年
建
造
の

石
造
倉
庫
や
住
居
な
ど
も
順
次
破
壊
を
命

じ
ら
れ
、
１
６
４
１
年
、
つ
い
に
平
戸
オ

ラ
ン
ダ
商
館
は
長
崎
出
島
へ
移
転
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
33

年
間
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
歴
史
に
幕

が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
降
、
跡
地
は
平
戸
の
町
人
地
と
な
り
、

周辺に残るオランダとの貿易の記憶

オランダ井戸
大小ふたつの石枠を組み合わせて造られた井
戸で、生活用水として活用されていました。

オランダ塀
1618年に築造され、商館本館、倉庫、火薬庫、
病室などの目隠しとして作られました。

オランダ埠頭
商館の船着場として、商館員、船員の乗り降り
や、積荷の上げ下ろしに利用されていました。

「
御
船
手
屋
敷
」（
船
を
操
る
人
た
ち
の
屋

敷
）が
建
ち
並
び
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
の

絵
図
を
み
る
と
、
井
戸
に「
阿
蘭
陀
川
」、

塀
に「
阿
蘭
陀
塀
」と
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、

商
館
の
遺
構
の
い
く
つ
か
は
、
江
戸
時
代

を
通
じ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
名
を
付
し
て
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
遺
構
は
今
で

も
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
周
辺
に
当
時
の
姿
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

復
元
ま
で
の
道
の
り

　

時
は
過
ぎ
、
１
９
２
２
年
に
平
戸
オ
ラ

ン
ダ
商
館
の
跡
地
は「
平
戸
和
蘭
商
館
跡
」

と
し
て
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
ま
す
。
そ

の
後
、
１
９
８
７
年
か
ら
は
本
格
的
な
発

掘
調
査
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
当
時

の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
姿
が
少
し
ず
つ

浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

商
館
の
復
元
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、

１
６
３
９
年
築
造
倉
庫
を
作
る
た
め
の
材

料
を
記
し
た
会
計
帳
簿
。
そ
の
中
に
は
、

材
料
の
寸
法
や
そ
の
数
量
、
大
工
の
賃
金

な
ど
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
帳
簿
を
も
と
に
設
計
図
が
作
ら
れ
、
復

元
へ
と
至
り
ま
し
た
。
復
元
に
あ
た
り
、

市
民
か
ら
も
広
く
寄
付
金
を
募
集
し
、
寄

付
者
の
皆
さ
ん
の
名
前
は
、
平
戸
オ
ラ
ン

ダ
商
館
の
石
材
に
記
さ
れ
、
建
物
の
一
部

と
な
っ
て
い
ま
す
。

１_1700年ごろに出版された世界地
図。平戸は「Firando」と記載されて
いる。／２_1669年に初版が刊行さ
れたモンタヌスの「日本誌」では、17
世紀の日本の様子とともに、平戸オ
ランダ商館が描かれている。／３_
日本とオランダの交流のきっかけと
なった「リーフデ号」の模型。／４_
平戸オランダ商館初代・第３代館長
ジャックスペックス（1588-1645）の
肖像画。初期の日蘭交流の推進に貢
献した。

１２

３４
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広
が
る
世
界
、
繋
が
る
世
界

２
０
１
１
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
企
画
展

を
開
催
。
ま
た
、
か
つ
て
東
イ
ン
ド
会
社
の
貿
易
拠
点
で
あ
っ
た
地
域
を
結
ぶ
ヘ
リ
テ
ー
ジ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
足
や
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
の
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

企
画
展
で
広
が
る
世
界

　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で
は
、
年
間
５
〜

６
回
の
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
、
平
戸
・
オ
ラ
ン
ダ
の
交
流
の

歴
史
や
平
戸
の
殿
さ
ま
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
カ
レ
ー
と
香
辛
料
、
現

代
ア
ー
ト
な
ど
歴
史
や
文
化
に
と
ど
ま
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
２
０
１
４
年
に
開
催
さ
れ
た

「
十
人
十
色
展
」は
、
当
時
の
日
本
で
は
聞

き
な
じ
み
の
無
か
っ
た「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
国
内
の
博
物

館
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
テ
ー
マ
に
し
た
初
の

企
画
展
で
し
た
。
世
界
で
も
セ
ク
シ
ャ
ル

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
が
進
む
オ
ラ
ン

ダ
と
の
関
係
が
深
い
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
企
画
展
と
な
り
ま
し

た
。

　

か
つ
て
貿
易
の
窓
口
と
し
て
世
界
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
や
文
化
も
平
戸
に
も
た

ら
し
た
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、
現
在
で

も
来
館
者
に
新
た
な
世
界
を
知
る
き
っ
か

け
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ヘ
リ
テ
ー
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
る
世

界
　

か
つ
て
東
イ
ン
ド
会
社
の
貿
易
拠
点
が

あ
っ
た
ア
ジ
ア
の
各
地
域
で
つ
く
る「
オ
ラ

ン
ダ
商
館
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。

２
０
１
４
年
に
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
発

起
人
と
な
り
、
設
立
に
向
け
た
取
り
組
み

を
開
始
し
、
２
０
１
５
年
５
月
に
６
カ
国

10
地
域
が
参
加
し
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
７
回
の
国
際
会
議
を
開
催
。
参
加

す
る
地
域
も
７
カ
国
13
地
域
ま
で
増
え
て

い
ま
す
。
国
際
会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
研
究
成
果
の
発
表

を
通
し
て
、
歴
史
に
対
す
る
認
識
を
共
有

し
て
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
に
は
、
発
足

か
ら
５
年
間
の
取
り
組
み
の
成
果
に
つ
い

て
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で
展
覧
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
東
イ
ン
ド
会
社
を
通
じ
て
繋

が
っ
て
い
た
地
域
が
、
時
を
越
え
て
再
び

繋
が
り
、
さ
ら
な
る
交
流
と
新
た
な
取
り

組
み
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Interview

Firando club
会長　小関　彰博さん

　Firando clubは、当時のオランダ商館の暮らしや
歴史、文化について楽しく学ぶことを目的とした団体
です。昔の暮らしを学び、現在の暮らしに役立てても
らいたいと思っています。
　これまでに、研究者を呼んでの講演会や古地図を
見ながら街歩きをするワークショップなど歴史を学ぶ
活動はもちろん、平戸にUIターンしてモノづくりをす
る人たちや市内外のアーティストを集めた「商館フェ
イスチェ」などを行ってきました。このような活動をと
おして、参加者同士の交流が生まれ、ワークショップ
ではいろいろな発見がありました。
　今後は、ヘリテージネットワークとも関わり、Firando 
Clubが海外からの受け入れの母体となり交流を深め
ていければと考えています。また、平戸オランダ商館
と一緒になり、もっと市民の皆さんが気軽に利用でき
る施設になるよう活動していきます。

「活動をとおしてさまざまな
　　　　　　　 交流が生まれています」

歴
史
を
語
る
６
０
０
通
の
文
書

　

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
文
書
館
に
は

約
６
０
０
通
も
の
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に

関
す
る
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
で
は
、
そ
れ
ら
の
文
書

を
現
代
語
に
書
き
起
こ
し
、
和
訳
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同
文
書
館
や
オ
ラ
ン
ダ
の

ラ
イ
デ
ン
大
学
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
共
同
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
不
明
で

あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
の
１
６

１
１
年
〜
１
２
年
の
足
取
り
を
示
す
資
料

が
発
見
さ
れ
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
代
理
人

と
し
て
日
本
各
地
で
取
り
引
き
に
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
新
た

な
発
見
と
学
術
研
究
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

企画展（LGBT）

１_オランダ人アーティストがデザインし、
平戸の事業者が作り上げた新しいお菓子が
発表された『オランダ茶会』。／２_アー
ティストのYellow Yellow氏が世界各地か
ら収集したもので黄色の世界を表現した
『Yellow Yellow Yellow展』。／３_国内の
博物館では初となる「LGBT」をテーマにし
た企画展『十人十色展』。各種メディアにも
取り上げられ、東京・原宿でも開催。／４
_2019年にマラッカで開催されたヘリテー
ジネットワークの国際会議。かつてオラン
ダ商館があった７カ国13地域が参加した。

１

２

３

４
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新たな船出、目指す先は
平戸とオランダをつなぐ貿易の拠点として誕生した平戸オランダ商館は、時を越え同じ場

所によみがえりました。学術研究の場、文化交流の場としての役割を果たす平戸オランダ

商館は、今後どのように舵を取り、進んでいくのか　　　　。今後の平戸オランダ商館

の展望を館長に伺いました。

人種の異なる親を持つハーフの人たちの考えに
迫った『Hafu2Hafu』展。かつて多様な人種が
行きかった平戸オランダ商館らしい企画展。

　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、
復
元
か
ら
10

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
復
元
に
至
る

ま
で
長
年
の
発
掘
調
査
や
学
術
研
究
が
行

わ
れ
、
多
く
の
人
の
願
い
に
よ
り
復
元
さ

れ
ま
し
た
。
運
営
に
あ
た
り
、
そ
の
想
い

を
重
く
受
け
止
め
、
こ
れ
ま
で
松
浦
史
料

博
物
館
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が

ら
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
広
く
発
信
し

て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
10
年
は
、
平
戸
と
オ
ラ
ン

ダ
の
交
流
の
歴
史
や
オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
に

つ
い
て
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
伝
え

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」や

「
現
代
ア
ー
ト
」な
ど
歴
史
・
文
化
に
限
ら

「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
考
え

　
　
　 

学
術
研
究
と
文
化
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
」

ず
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
企
画
展
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
、
か
つ
て
海
外
か
ら
最
先
端
の
文
化
や

価
値
観
を
受
け
入
れ
た
平
戸
の
風
土
と
そ

の
窓
口
で
あ
っ
た
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
４
年
に
始
ま
っ
た「
オ

ラ
ン
ダ
商
館
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

は
、
今
後
も
地
域
間
で
一
つ
に
な
っ
て
歴

史
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
交
流
や
観
光
・
物
産
な
ど

の
経
済
的
な
交
流
に
も
発
展
さ
せ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
政
府
が

行
っ
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
対
象

公益財団法人　松浦史料博物館
平戸オランダ商館

館長　岡山　芳治さん

地
域
が
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
参

加
地
域
で
あ
る
事
か
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
に
も
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
資
料
の
収
集
、
保
管
、
調

査
研
究
お
よ
び
展
示
・
教
育
と
い
っ
た
博

物
館
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
な
が
ら
、

オ
ラ
ン
ダ
と
の
繋
が
り
を
活
か
し
て
世
界

に
通
じ
る
芸
術
や
文
化
を
伝
え
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
価
値
の
発
見
と
創

造
と
い
う
観
点
か
ら
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商

館
の
も
つ
知
識
や
特
色
を
活
か
し
な
が
ら

「
ま
ち
づ
く
り
」に
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
学
術
研
究
と
文

化
交
流
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
足
を
運
ん
で
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。

11月30日（火）まで開催

平戸の町並みを展示会場に見立て、オランダにゆかりの
あるアーティスたちによる、平戸の風土や歴史と結びつ
いた作品が市内に出現します。

原倫太郎＋原游
「平戸双六」
@平戸オランダ商館
平戸の歴史を遊びなが
ら学べ、オランダ商館
所蔵品のゲームも作品
の一部となった体験型
アートの巨大双六。

花岡美緒
「Persona uou grata」
@平戸城城壁
距離とアイデンティティをテーマ
に、平戸城の狭間から覗き見る、
オランダ商館とそのかつての敷地
を浮かび上がらせるインスタレー
ション。

山本麻世
「an ambilical cord」
@松浦史料博物館下
潜伏キリシタンとアニ
ミズム。禁じられるこ
とで変化を強いられ流
動的に姿を変えていく
可能性を形にした。

畑直幸
「Faith and Ground」
@平戸屋
密かに自らの信仰対象
を祀り、信仰を続けた
平戸の風景を独自の視
点で切り取り、自身の
作品と併せて展示。

ア
リ
イ
イ
リ
エ
ア
ー
キ
テ
ク
ツ　

有
井
淳
生
＋
入
江
可
子

オ
ン
デ
ル
デ
リ
ン
デ　

久
米
希
実
＋
植
村
遥

「
ア
ゴ
風
の
吹
く
場
所
」

＠
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
横
広
場

風
邪
と
と
も
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
風
土
を
祝
す
交
流
の
場
と

し
て
、
帆
船
時
代
の
記
憶
と
共
に
秋
風
を
視
覚
化
す
る
パ
ビ

リ
オ
ン
。

蓮
輪
友
子

「T
a
su
k
e

」

＠
按
針
の
館（
蔦
屋
）

平
戸
に
約
１
カ
月
間
滞
在
し
、
平
戸
で
暮
ら
す
人
た
ち

と
オ
ラ
ン
ダ
に
暮
ら
す
人
た
ち
に
着
想
を
得
て
制
作
し
た

絵
画
。
ま
た
、
制
作
に
携
わ
っ
た
平
戸
中
学
校
の
生
徒

た
ち
の
様
子
も
放
映
。

ケース・ヴァン・レーベン
「Sculpture2:Cere
mony for space」
@閑雲亭
国籍や文化を超越した
ユニバーサル・スペー
スを主題とした立体作
品。

「X AKI」
オランダからの作家た
ち
@平戸城地蔵坂櫓
蓮輪友子がオランダ滞
在中に出会ったアー
ティストを紹介するグ
ループ展。
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